
Title サハリンにおける前オホーツク文化の諸問題

Author(s) ワシリェフスキー, A. A.; 井上, 紘一; 福田, 知子

Description 井上紘一・福田知子訳

Relation オホーツク文化形成期の諸問題 = Problems on the formative stage of the Okhotsk culture

Citation 北海道大学総合博物館研究報告, 1, 1-18

Issue Date 2003-03-31

Doc URL https://hdl.handle.net/2115/38395

Type departmental bulletin paper

File Information no1_p1-18.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP



北海道大学総合博物館研究報告 1号 Bulletin of thc Hokkaido University Museum No，l， March31 2003 

サハリンにおける前オホーツク文化の諸問題

A. A.ワシリェフスキー(井上紘一・福田知子訳)

Problems on the Pre-Okhotsk Culture in Sakhalin 

VAS1LEVSK1 Alexander 

The sites of Yuzhnaya 2， Kedrinka， Baklan and Pavlovka， very similar to each other， were 

discovered in 1985-1989 in southeast of Sakhalin. The Aniwa culture， dated back by 14C to 

2，710-2，250 BP was distinguished. Supposedly， its calendar (c昌librated)age should be about 500-300 

BC. 

A complex of this culture is characterized by such features as 

• a conc巴ntratedstructure of the settlements at maritime sites; 

• subterranean type of pit dwellings of oval shape; 

• earth walls of houses coated with white c1ay; 

• fireplaces with circles of stones; 

. f1at bottom vessels decorated by the typical Jomon pattern (obli弓uerope impressions)， apertures on 

the rim， and horizontal string impressions (Aniwa type); 

• stone industry based on the utilization of obsidian as a main raw material for tool 

manufacturing; 

• stemmed knives and trapezoid scrap巴rs，on巴 anglepointed. 

By the complex of these features the Aniwa culture is very close to the Hokkaido cultures of Epi 

Jomon， and this makes us think it to be the most northern branch. The appearance of the Epi Jomon 

in Sakhalin is the archaeological reflection of the movement of the Paleo-Ainu tribes to the North 

Aniwa type pottery is different from that Epi Jo百lonpottery which was found in the southwest and in 

the middle south of Sakhalin island 

The problems of the origin of Susuya pottery and of the connections between Susuya and the Epi 

Jomon people came into existence since the Susuya type pottery was distinguished by Professor lto 

Nobuo. 1n the 1930s and also in the 1980s and 90s some sites of Epi Jomon origin were discovered. 

The author proves Susuya to be a separate archaeological c立lturewhich played a role of the cultural 

fundament of the Okhotsk cultures， appearing in the 1st millennium AD. The Aniwa culture was 

distinguished as a variant of the Epi J omon on the basis of new information in the 1980s and 90s. 

1t is supposed that during that period different cultural groups of Epi Jomon societies were 

penetrating Sakhalin from the south and settled there. According to the calibrated radiocarbon dates， 

the peak of migration was about 5th to 2"d centuries BC. We noticed that th巴 complexesof Susuya 

and Epi Jomon are situated in th巴 samearchaeological layers. 1t is supposed that within the ear1y 

Susuya time (5th to 2"d centuries BC) these two cultures coexisted in southern Sakhalin. North 

Sakhalin culture population (Nabil' type) was neighbor to the latter， seeing very similar to the 

culture of Susuya 

Correspondence to: Institute of History， Sociology & Law， Sakhalin State 
University， Lcnin st.， 290， Yuzhno-Sakhalinsk， 693008， Russia. 
E→nail vasilevski@sakhgu.ru 



と略す)の土器と名づけた(河野 1933b)。

河野広道，伊東信雄，その他の研究者は，最

初からこの現象の複合的性格を理解していたに違

いない。それは，各地における土器の型式編年図

(伊東 1942) や，型式分布図(大場 1955)の作

成が直ちに始まったからである。ソ連の考吉学者

もocを細分化しはじめた独立性の強い文化J
(Kozyreva 1967)として，あるいは文化段階

や地域 (Vasil'evski 1973， Vasil'evski & 

鈴谷期前期(紀元前 6-2世紀)の南サハリン

における鈴谷文化と続縄文グループの文化の関係

について検討する。この問題はこれまでも研究さ

れ，オホーツク文化の問題とも直接関連がある。

調査はサハリンと日本を舞台に双方の経験を土台

にして行われた。これらの地域では続縄文化と鈴

谷文化が接触し，長期に亙って共存していた。

研究史と問題提起

ロシア極東と日本における考

古学的研究は 19世紀後半に始

まった。

「オホーツク海沿岸文化J と

いう考えは， 1927年清野謙次が

提唱した。 1933年には河野広道

がこれを支持した(種市 1979)。

河野は「樺太式縄呂土器J，r樺

太式型紋土器J(型押文)， rオ

ホーツク式刻紋土器J(舟窮状刻

文)， rソーメン土器貼付文)

をあわせて，この文化に含めた。

太の土器を縄文土器の一つの

型として分類する根拠は、縄文

と馬蹄形圧痕の文犠が，東北地

方から出土する土器と叡通って

いることである(河野 1933a)。

その後，河野はこれら 4つの型

をオホーツク文化J(以蜂oc

図 2サハ1)ン南部における
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Gol ubev 1976) を細分したり，さらには OCの

地方型 (Shubin1977)までもが設定された。

今 s，我々にとってオホーツク文化とは，時

間的・空間的に長期にわたって併存してきた近隣

地域の一連の考古学的文化を指す。オホーツク文

化の起源の問題に答えることは，この論文の白的

ではない。これまで十分な試みが行われてきたに

もかかわらず，意見の一致はみられていない。オ

ホーツク文化の起源についての問題提起をこれま

でと同様なやり方で行うことは，方法論的に正し

いとは思えない。文化の起源を論じる前に，どの

ような現象について，年代はいつで，どんな地理

的枠組みに立って論じているかをはっきり理解す

る必要がある。そこで鈴谷・続縄文問題が前面に

出てくるのである。

11 鈴谷文化

鈴谷文化は，ススヤ， スタラドゥプスコエ 2・

3，クズネツォーヴォ 1， アジョールスク 1， 

ベーリンスコエ 1，ウスチ・アインスコエ，チル

コーヴァ 1 (以上サハリン)，オンコロマナイ，

香深井，亦稚，ピラガ丘他(以上北海道)の遺跡

によって知られている。この文化は地理的・年代

的に 2つのグループ，つまり鈴谷とオンコロマナ

イに分けられる。前者はサハリンに関係する。

その放射性炭素年代は 2，800-1，400年前で

ある。測定結果に鈴谷文化の縞年考証を加える

と，この文化は BC600年から AD500年まで

であったと推定される。文化の実際の存続期間は

恐らくもう少し短かっただろう。オンコロマナ

イの方は，北海道の最北端や手IJ尻・礼文島にいく

つかの集落があり，そして多分サハリン南西部

やモネロン(海馬)島に各々集落があったと推

定される。放射性炭素年代は 1-5世紀である。

北海道では，オンコロマナイは「後北式J(続

縄文)文化と瞬接していた。サハリンで鈴谷と隣

接していたのは，北サハリンカディラニア式土器

文化であった。

鈴谷文化は以下の特徴をもっ 0

.海上交易の発達

・3譲の遺跡

すなわち集落:tl上，貝塚を含めたキャンプサ
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イト，近づきにくい立地にある人工・自然地

形を緩み合わせた避難所である。本拠地の集

落面積は 150-200m2であり ，5-6角形の半地

下式住居数軒からなっていた。

-出土遺物

土器，石製品，稀に骨，角，もっと稀には

金属でつくったもの。サハリンで，確実に鈴

谷文化のものである鉄製品の出土例は 2件し

かない。鹿角製の柄付きナイフ(ウスチ・ア

インスコエ1)と，住居の床面から出土した

鉄製未詳品(チルコーヴァりである。

「鈴谷式J土器

単純な形の丸底・尖底・王子底の土器であり，

通，頚部には文様はなく，口縁は広く開く。

「鈴谷式J土器の装飾の 2つの基本型は地理

的に分けられる。櫛歯文は北部に特徴的であ

り，縄自文は南部に広がる。このことは，す

でに伊東信雄により指掠されていた。装飾は

地理的特徴だけでなく，段階的特徴も合

わせ持つ。鈴谷文化の早い段措では，ウ

チ・アインスコエ 早期の砂丘コンブレッ

(AA 36621-2，540 :t 45年 B.P.， tcal BC 

775土 20年)ーや，鈴谷 (COAH782-2，520 

土 35年 B.P.，tcal BC 604土 160年)遺

跡跡において，櫛や櫛歯状工具による圧疫が

みられる。

鈴谷文化の後期の段階では櫛歯文はみられ

なくなり，代わりに縄B文になる。たとえば，

ウスチ・アインスコエの河畔の住居では，櫛

歯文を施文された「鈴谷式J土器はない。ス

タラドゥプスコヱ 3の遺跡では櫛歯文土

器j は，縄自文による「鈴谷式J土器とは

7)IJに発見された。ベ-1)ンスコヱの住居跡で

は，)11の右岸で丸底の「縄自文土器Jが，左

岸で尖底の「縄白文土器Jがみつかった。ガ

ルブーシャ(コルサコフ区)の住居枇では「櫛

歯文土器」は「縄白文土器Jの包含層よりも

下，且つ続縄文土器の上の層位に含まれる。

それ以外に，鈴谷の装飾には，スタラドゥプ

スコエ 3の土器に広くみられる斜めの刻文が

ある。菊池俊彦は，刻文土器はこの「十和田

式」土器のあらわれる前に北方からきたので
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はないか， というテーゼを提出した。

「鈴谷式j 土器の装飾の中には， 縄目文と

櫛歯文による多種の組み合わせだけでなく，

その元の要素である縄や櫛による文様もあ

る。弦状に縮くよった縄， 2，3本の紐を緩り

合わせた縄， 間隔をあけて革紐に巻いたもの

や，紐や丸い棒にコイル状に巻きつけたもの

などが見られる。 さらに口唇を細い撚紐で装

飾した土器もある。櫛歯文は 3種類に分けら

れる。刺突文に近い列点状の圧痕，工呉先端

が櫛歯状になる“キャタピラー"型圧痕，そ

れに歯車状庄痕(ワラジ虫文)で，縄目文に

似ている。とはいえ， I鈴谷式」土器の装飾

はこれらだけに限られない。斜めの刻文を施

文した多くの土器もある。

石器

早期の鈴谷文化の遺跡では多くの石器が

見つかる。 これらは典型的な新石器の技術様

式，つまり，両面加工，磨襲，両面剥離によっ

て，形の多様性を残したままつくられたもの

である。最も典型的なのは翻裁用の断面方形

または幅広方形の石斧(このような斧は「十

和田期j においても保持される)や， 刃部が

半月状の柄付ナイフ， エンド・スクレーパー，

サイド・スクレーパー， 小さな無柄石鍛から

大きな石槍までの， ありとあらゆる形・サイ

ズの投榔呉である。鈴谷文化の後期の遺跡，

例えばウスチ・アインスコエでは，石器の数

は少なく， 日 ったものもみられず， 代わり

に鉄器が出てくる。

骨角器

鈴谷文化の骨・角製品のタイプ分けについ

ては， 研究が少ないため言及しない。

サハリンにおける続縄文文化

本 では， 20世紀中にサハ 1)ン島で発見され

た続縄文期の遺跡の記述と解釈を試みる。その目

的は，余り知られていないこのテーマに関する情

報を公にすることにある。

A. アニワ文化の遺跡

4 

1985 -89年にサハリン南東部において，

「ユージュナヤ 2JIケドリンカ J(プレドレ

フリャンカ) 「パクラン JIパヴロフカ」集

落枇をはじめ，高度の共通性を示す文化複合

を特徴とする幾つかの集落祉が発掘された。

A-l ユージュナヤ 2遺跡〈図 2-23)

当遺跡は，陪名の集落の辺縁部に位霞し (函

3) ，海抜 12mの海岸段丘上に 14車干の住居牡(窪

み)が存在する(図的。 272rriにわたって発掘

を行った結果，面積がそれぞれ 40rri， 24 rriの田

辺形をなす僅かに掘り下げられた竪穴住居牡 2

軒を確認し， 理論的な再構成を行うことができ

た。 いずれの住居泣も入り口は盛土による傾斜

壁面は白色粘土が塗られて石で路が設けられ，

補強されており， 恐らくは四周が編垣で覆われ

ていたと推定される

に立てられた主柱と，

(図 5)。上屋構造は，柱穴

黍誼もしくは傾斜する支

柱が配される。 アニワ文化の集落にとって弁lJlJ

的な特徴は石組みの炉で，排水溝が認められる

こともある。排水溶は家屋内に掘られる場合も

あるが，住居間に設営されることもある。石総み

の炉は， ユージュナヤ 2，ケドリンカ， ススヤ，

チルコーヴァ 1， クズネツォーヴォ lといった，

島の最南端に立地する遺跡にのみ見出される。

ユージュナヤ 2遺跡からは 315点の土器片が

500m 
」←一一一ームー一一ー」

低湿地
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図 3ユージュナヤ 1・2遺跡

遺跡周辺地形図(コル

サコフ区)
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仁コ 1987年調査区

器壁は 4-6rnrnで，北海道における類

例より薄めである。器壁の構成，底

と腕の接合部，口縁部の縁取りから
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見て，土器は輪槙み方式で犠み上げ

られた頚部以下の本体を，底部と接

合する形で製作された(と想定され

る)。胎土には細砂が加えられてい

る。焼成撮度はおよそ摂氏 6000Cで

ある。

o 20m¥  

アニワ文化の土器はその文様か

ら，前期続縄文の伝統に帰属せし

められる。かかる伝統の特徴を考

慮し，またその地理的局地性にも

鑑みて，サハリンの続縄文土器には
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出土し，不完全ながら 8点の，腕部が膨らみ，頚

部の作りだしをもたない内湾する器形の平底土器

を復元することができた(図 6)052%の土器片

は全屈に，縄文土器の装飾である縄文が施され，

水平に配された縄線文や刺突貫通孔により装飾さ

れている。 48%の土器片は無文である。土器の
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「アニワ AJIアニワ BJという，二つ

の地方群が区分される。これら両群にとって特徴

的な要素は，薄い器控，本体器形の極度の単純さ，

すなわち，。内湾する口縁と膨らんだ踊部を有す

る容量の大きな平底土器である。

「アニワ AJ式の装飾はいつも一様で，やや傾斜

する縦行縄文と等間隔の円形の耕突貫通孔であ
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図6ユージュナヤ 2遺跡 出土土器

fアニワ AJおよび「アニワ BJタイプ

る。「アニワ BJ式もやはり同様の施文であるが，

その上部には口縁部に沿って 1-2本の縄線文が

施される。伊東信雄によって記述された「遠淵」

式土器はもっと複雑な装飾を有する。加えて，こ

の「遠淵」式土器は図版が未刊行であり，われわ

れは「遠淵」式のコレクションを観察する機会に
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図7ユージュナヤ 2遺跡 出土石器

もいまだ潔まれていない。

遺跡出土の石器は，仕上げの完了した磨製石器

(146点)，磨製石板で代表されるが，さらに破片，

ブレイク，チップ，削片，多面体の機石核(1， 068

点)，また麓製石板や敵石も認められる。在器の

間で優勢なのは，有柄石鍛や無柄石鍛とその破片

(74点)，柄付きナイフや三角状ナイフ 06点)， 

刃部を有する台形状，或いはその他の形状のエン

ドスクレイパー，さらにパンチ，石錐，および不

定形の破片(18点)である(図7)。磨製石器で

は撃と手斧が各 l点，すなわち撃の破片と全面磨

製の扇平な手斧が見出される。また貰岩やサハリ

ン産の赤色琉拍製の梨形ペンダントやビーズも認

められる(全部で 4点)。

全石器の 80%以上は北海道産の黒曜石である

が，その他は頁岩，フリント，石英，安山岩で作

られている。黒曜石の石核は全くみられず，その

剥片もきわめて僅少で，高々全体の 6%を占める

に過ぎないが， 2次加工で生じるブレイクはかな

り広く見出される事実を特記しておく。

したがって，黒曜石は半製品の形で遺跡まで

持ち込まれたと推定される o 黒曜石製品がアニワ

文化の全ての遺跡で例外なく多数見出される事実

は，原料産地との間に恒常的かつ継続的な関係が

あったことを示唆する。黒曜石産地としては至近

のものが北海道にある。

「ユージュナヤ 2J遺跡の 1号住居枇からは 4

点の炭化物試料が採取されたが，その年代は BC

800-300年の範閤内と測定された。補正された

年代結果を検討した結巣，われわれは BC 8世紀

中葉から BC 4世紀末までの年代値を得ている。

もしも炭化材自体の樹齢を考慮するなら， BC 

700-300年となる。

住居栓間の地層から得られた炭化物や員殻の与

える 3f牛の年代は，後期新石器の前期段指，すな

わち BC 2，000-1，300年の範西内であった。恐

らくこれらの年代は，同遺跡のより早い時期の

文化複合に比定されよう。その存在を示唆する

ものとしては，住居祉関の空間で検出された炉

枇の一つから出土する片面加工石器，櫛歯文が施

された土器の発見が挙げられる。そのほかに，マ

イクロプレード製の石鍛が得られており，およそ

8， 000-7，000年前に比定される。同遺跡にとっ

ては最も早い時期の人類の居住を示唆する。
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A-2 ケドリンカ(フ。レドレフリャ

ンカ)集落土!l: (図 2叩 27) 十，，~ノ
この遺跡は，サハリン最南東端

にあるトニン・アニワ半島の東岸，

オホーツク海岸の最南端で，ケド

リンカ JII左岸の標高 25mの切り

立った残丘に立地する(図的。コ

ルネリヤ岬までは街へ 5km，ユー

ジュナヤ村は南西に 17kmの距離に

ある。レフリャンカ )I[までは北へ

2 kmである。

一 一一一一一/

一今

①①  

①①  

1985年に発見された同遺跡で

は， 1987年に 10r討を占める 6号

住居祉が発掘された。出土した遺

物は 4群に区分される(国 9)。

010  20m 
p幽一一臨時~

1 ) 最古震は，恐らく縄文晩期か

ら続縄文初期までの範囲に収まる年代と推定され

るが，傾斜した縦行縄文と貫通した刺突文の組み

合わせをもっ土器 (46点)で代表される。黒曜

石製品，刃部を有するエンドスクレイパーや玄武

岩製の短い柄っきナイフ，そして恐らくは刃部が

葉形のナイフも，やはり土器と向時代に比定され

る。土器はユージュナヤ 2遺跡で設定された fア

ニワ Bj式に類似する。

2 ) 第 1群の土器よりもやや新しいものが，

1987年に発掘された住居祉に関係する土器であ

る。住居の床面で採集された土器片(口縁部，底

部，装飾をもっ破片，合計で 90点)に基づいて，

明瞭な頚部と外傾する口縁部を有する，形のよく

整った平底土器が復元されている。その文様は 3

稜の基本要素からなる。

. I突癒文先の丸い棒を容器の内側から押

し付けて得られる，口縁部外面の丸い突起

-縄線文:類似の文様は鈴谷文化や続縄文化で

も知られている

-櫛白圧痕文と型押文

卓越するのは「突癌文」と縄線文の組み合わ

せは8点)であるが突癌文」と櫛歯文の組み

合わせは点)も稀に認められる。恐らく若干の

石器もこの土器とは問時期に比定されるであろう

7 

図 8 ケドリンカ遺跡地形~ (コルサコフ区)

が，具体的に確定するには至らない。この土器は

「アニワ Dj式と命名されている。

3 ) 第 3の土器群(18点)は，細めの櫛歯文で

装飾された口縁部の破片であるが，そこには型

押文との組み合わせが見られることもある。この

土器は，鈴谷文化の後期段階に典型的なものであ

る。全ては第 l層から出土しており，発掘された

6号住居士止とは関係しない。

4 ) 住居祉関の空間から出土する遺物は，オ

ホーツク文化の「江の浦 j式土器に比定される。

6号住居土止は 59rガの面積を占める楕円形の竪

穴住居である(図 10)。長軸 (8m)が南北方向，

短軸 (7m)は東西方向に配される。住居の入り口

は南に面し，傾斜路を呈する。側壁は 15-20cm 

と低めで，北側にだけある。床面が傾斜して掘り

込まれているところでも，その深さは 60-70cm 

である。壁面は自色粘土で補強されており，そ

の痕跡が住罵の輪郭に認められる。住居内は東

西に区画(面積がそれぞれ 15rriと44ぱ)されて

おり，西側の区画が居住スペースで，そこに炉が

しつらえである。西のE闘は恐らく，前代の住居

土止を次の住民が再利用したものと推定される。な

ぜなら床面から年代を異にする「アニワ Bj式や
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図10ケドリンカ遺跡 6号住居祉 調査区 1(1987年)

アニワ DJ式土器が出土する事実がそのことを示

唆するからである。

炉は 9個の)11原石からなり， 直径 40-60crnの

楕円状に記霞されている(図 11)。長軸は東西に，

短軸は南北方向に走る。炉を通る 2本の溝は

本が側壁から，いま l本は住居の中心から掘られ

ている。古代においても炉は清掃されており， そ

こからの残灰が床面に堆積している。入り口は石

敷きの傾斜路をなす。

住居の骨粗みは，掘りこみの周縁部に配置され

たは本の外壁支柱と，家屋の中央部に配された

枠組みを支える 5本の主柱からなる。

「アニワ BJ式と「アニワ DJ式土器は， その器

から採取された炭化物の分析に基づき， 2種の

年代が得られている(表1)。われわれの見ると

ころ，これらのデータは古く出すぎており，恐ら

くは同遺跡における最古の人類の居住に由来する

• -100 

忽迄

も

. -~5 

図116号住居祉(1987年)検出の石組み炉
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遺跡名，出土地 標本番号 一次年代 補正値 補正値

分析資料 (BP) (BC) (BP) 

標本の採集者，分析担当者

プレドレフリャンカ 1号住居 AA23131 2800:!::45 950土45 2900土45

縄線文と「突癒文」を伴う土器の付着残浮. 
ワシリェフレアスキー，クズミン，ジャル

プレドレフリャンカ 1号住居 AA25440 2740土45 875土40 2825:!::40 

縄線文と「突癌文」を伴う土器の付着残浮

ワシリェフスキー，クズミン，ジャル

表 1 ケドリンカ(プレドレフリャンカ)遺跡の14c年代測定値

ものと思われる

A-3ユージュナヤ村，第 14集落祉パクラン(図

2-26) 

1985年に発見された「パクラン J集落土Il:では，

1993年に測量，撮影，試掘および表面採集が実

施された。

この集落rj上は，パクラ ン岩と称される黒色花商

岩の岩峰から南に 0.1kmのオホーツク海岸にあ

る。ガルブーシャ川河口の南方 3km，滝を伴う小

川の左岸にある岩層を伴う海岸段丘上に立地し，

高度は海抜 16-18mである。滝の東方 100m，オホ

ーツク海岸からは 30mの距離にある遺跡は，上

記段丘の緩斜面の断崖際に位置する。整った形の

5箇所の窪みが認められる(大きさ 4X 4m， 5 X 

4m， 6 X 4m，深さ 0.4-0.8m)。推定される文化

層の広がり は住居祉か ら10-15m以内の範囲と見

られる。このことは表面採集によって断崖際では

文化層がほとんど認められず，岩層と芝土に挟ま

れた，せいぜい 15-25cmの薄いローム層しか確

図 12バクラン出土の 「アニワ C式」土器 (1， 2) 

と「アニワ A式」土器 (3)

10 

認できなかったことからも裏付けられる。

試掘坑(1X 1m)から出土した資料は，全面に

縄文の装飾が施された土器片，細い縄線文と不貫

通の刺突文，すなわち「突癌文Jを伴う口縁部が

中心であり(図 12)，黒曜石の剥片や割石，また

石鍛の破片も見出される。これはアニワ文化に典

型的な遺物で，筆者によるケドリンカ住居祉の発

掘報告 (Vasilevski 1988a. b) で周知のもの

である。推定される文化段階と資料の年代は，サ

ハリンにおける変穫である続縄文文化の前期，す

なわち鈴谷文化以前のものか，或いはおよそ BC

5-1世紀に比定される鈴谷文化前期の範囲に収ま

る。文化全体に対する年代は当面未決着である

が，当遺跡の土器が「アニワ AJIアニワ BJ式の

土器よりも遅くに出現したことは，文様から明ら

かである。そこに「突癌文」が認められる事実は，

この装飾要素を担う北方文化との接触にって説明

される。地縄文に縄線文と「突癌文Jを伴うこの

土器をアニワ CJ式と命名する。

A-4 クルーゼンシュテルン村， 第 4集落

I /'¥ヴロフカ J(図 2-24)

遺跡は，パヴロフカ川右岸の同名の(パ

ヴロヴィチ)岬から北へ 0.5km，半島の

東海岸のチャ イカ川から南へ 3kmの地点に

立地する。集落祉は海抜 20mの段丘(南北

40m，東西 55m)上に位置する。ことは平坦

な土地であるが，東側にはオホーツク海に

面する険しい断崖があって，北は川に臨む

断崖，南は急峻な山の斜面が迫り，そして



西側は澗れ川の河床に接する。パヴロヴィチ(パ

ヴロフカ)川は白大理石の丸石が敷き詰められた

深い渓谷を貫流し，断崖の麓には中央に小丘と湧

き水を配する独特のカール谷が展開するため，か

なり風光明婦な土地である。集落土止は事実上攻略

不能で，天然の要害をなしている。

遺跡は住居祉の 5箇所の窪み (3x 4 X 1m， 3 
x 3 x o. 6m， 4 X 4 X O. 7m， 3 x 3 x O. 2m， 4 

x 4 x 1m)からなる。これらの立地には特定の

意図が認められないが，ほぼ「鳥の巣j 状を呈

する。断崖の斜面には包含層も遺物も一切見出

せなかったので， 3号住居社内に 15x 1mの試掘
坑が掘られた。試掘坑内では以下のような層序が

認められた。下層に腐植土を擁する芝土層 (9-10

cm ) ，風成灰色砂の混入する明褐色の純ローム土

壌(最大でも 20cm )と大理石丸石の堆積，焼け

た黒色腐食ローム層 00-12cm)，炭化物を伴う

暗褐色ローム土壌(恐らく，これが住居の床面)。

この暗褐色ローム土壌は 10-15cmにかけて明色

化して，地山の岩盤に続いている。

底面に白色粘土を塗った 12個の丸石で構成さ

れた炉の石組からは，炭化物が多数見出されると

ともに，全面に縄文が施された土器片数点，また

「突癌文j と縄線文を伴う口縁部 crアニワ CJ式
土器)や黒曜石の剥片も出土する(図 13)。資

料は専ら黒色ローム層や，床面に相当する暗褐色

ローム層に属する。白色粘土の塗布，炉の石組み，

上述の 2種の土器タイプ類型，黒曜石の組み合わ

せは，筆者が 1985-87年に実施したユージュナ

ヤ 2，ケドリンカの発掘を基に析出したアニワ文

化の第 2段階を代表する全ての遺跡に特有のもの

である。パヴロフカ遺跡の資料は，ケドリンカ，

図13パブ口フカ出土の「アニワ C式」土器

表面(1)，裏面 (2)，回転縄文をもっ胴部破片(3)
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パクラン遺跡の資料との間で見事な相関を示して

いる

A-5文化編年の試みとその特徴

1985 - 87年に実施された研究の総括に基づい

て析出されたアニワ文化は，放射性炭素年代決定

法により， 2，710-2，250年前と測定された。同

文化について想定される暦上の年齢は BC 5-2世

紀である。同文化複合にとって特徴的な要素は次

の通りである。

-海岸に立地する集落の配置は，環状ないし鳥

の巣状のプランである。

-平面図が楕円状の僅かに掘り込まれた住居，

壁の粘土塗装，石組みを伴う炉，傾斜路を呈す

る住居の入り口。

. 3型式の土器類型。続縄文に特有のやや傾斜

した縦行縄文と口縁部に施された刺突貫通孔

を伴う土器(アニワ A)，これに加えて縄線文

(アニワ B)，さらには縄線文と「突癌文」も

併せたタイプ(アニワ C)。

・石器加工に認められる黒曜石の卓越，柄っき

のナイフや半月状の刃部を持つ台形状スクレイ

パーが特徴的である。

「ユージュナヤ 2Jタイプの遺跡群の分布は，

サハリンの東南部に局限される 。このグループは

一方で，晩期新石器文化に当たる縄文文化に遡及

する，一連の鮮明な諸指標によって特徴付けられ

る。これらの指標は，サハリンに典型的な北方的

性格の文化とは一線を画すものである。土器製作

に見られる縄文文化の技術・施文伝統に対する志

向性，石器加工に認められる原料(黒曜石)の輸

入は，この文化の南方起源を直接的に証明するも

のである。

他方ではアニワ CJ ["アニワ DJ式の土器型

式が南方的特徴(縄線文)を保持するのみなら

ず，北方的な性格(突癌文)も示すことは明らか

である。アニワ文化の諸遺跡は，北海道の住民の

一部が BC 1000年紀の前半か ら中葉にかけてサ

ハリン東南部へ進出してきた事実を直接的に示す

ものと考える。当初の文化伝統の保持と固有の文

化伝統の形成は，両者の継承関係を示唆するもの

である。われわれはアニワ文化を，島~輿世界の南



部と北部の開に介在した接触地帯で形成された，

初期続縄文文化のサハリン的変異(アニワ型変異

)と定義する。われわれは，アニワ文化がこの圏

内で唯一の孤立したサハリン文化ではなかったと

考える o

「アニワ」式土器は，島の南西部や中南部に残

された他の諸遺跡から出土する続縄文期の土器

とは区別される。島の南部では，典型的な縄文文

様を伴う土器が，スタラドゥプスコエ 3，クズネ

ツォーヴォ 1，クズネツォーヴォ 2などをはじめ，

かなり広範に見出される o そしてアニワ式J

土器はこれらの遺物の間でも，伝統の統一性と単

純さで際立っている。

B. 続縄文文化の遺跡

樺太時代における日本人考古学者の研究に関

してわれわれが承知するのは，数件の続縄文土器

の発見例に隈られる 1)。先ず第 l例としては河野

広道の多蘭泊(カリーニナ)における樺太縄文土

器 2)の発見，第 2例が遠淵(ブッセ)湖におい

て伊東信雄が発克した最も有名な遺物，そして第

3例は，サハリン州郷土博物館において，麻内地

区で採集されたコレクションと結えられる，典型

的な続縄文土器 3)である。新岡武彦・宇田 )11

洋の共著では，木村{言六がアサナイ(ザヴェティ・

イリイチャ)で採集したコレクションとして

及されている(新開・字国)111992) 。さらには，

クリリオン岬における縄文を伴う土器の発見につ

いても言及がある (Golubev 1973)。恐らく，そ

の他の事実もありうるだろうが，われわれには遺

憾ながら伝えられていない。

20 世紀最後の数十年間に，サハリンでは幾つ

かの場所で縄文を伴う土器が発見されている。以

下では，それらについて紹介する。

B-1 クズネツォーヴォ遺跡(函 2-14)

1979年， V. A.ゴルベフはクズネツォーヴォ

l集落社(宗仁貝塚)で発掘を開始，その下層

文化層で縄文を伴う土器が発見された。のちに，

ゴルベフと筆者が指揮を執った 1980-1985年の

発掘でも，続縄文土器を伴う文化扇が見出され

た。続縄文文化層は鈴谷文化と十和田文化に属
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する住居によって破壊されていた。 14Cによる最

早期の年代は， 693-2，750 ::!:: 150 BP; tcal. 

916土 124 BC (以上 MAGによる測定値) および

91-2，384 ::!:: 270 BP; tcal. 495::!:: 325 BC (以

上 DVGUによる測定値)で，同遺跡における続縄

文層と鈴谷層間の編年的相関関係をある程度ま

で反映すると考えられる。クズネツォーヴォ l遺

跡出土の早期の土器において，われわれは尖底

土器と丸底土器が代表する北方伝統と，全面的

な縄文文様の南方伝統の混在を見出す。クリリ

オンの土器は，仮説的に鈴谷と続縄文の中間タ

イプとして定義することができょう。そうする

以外には，縄文を伴う丸底土器と平底土器の並

存を説明することは閤難である。クズネツォー

ヴォの北のガルブーシャJiIの砂丘においても，

そのような土器片が散発的に発見されている。

B-2 トニン岬集落泣(図 2-28)

1980年代には V.O.シューピンがトニン岬で

集落枇を発見し， 1992年にはし A.サマ 1)ンと

筆者が表面採集と地形撮影を実施して，遺跡の登

録を行った。集落枇は 6軒の住居社からなり，そ

こからは縄文，突癒文，縄線文を伴う「アニワ

CJ式土器や，黒曜石の剥片が発見されているが，

これはサハリンの続縄文文化に典型的な組み合わ

せである。

B-3 ガルブーシャ遺跡(菌 2…12，図 14)

1993年，パクラン村からほど遠からぬガルブー

シャJiI右岸の段丘において，筆者と P.V.カシツイ

ンは試掘坑により多層遺跡の存在を突き止めた。

試掘坑には下層から上層にかけて，以下のような

S層が連続して堆積する。

傾斜した縄文をもっ土器を出土する 5層

(170-160cm)，櫛罰圧痕文を伴う「鈴谷式j 土

器を出す4麗(160-100cm)，縄線文と斜めの刻

文を伴う「鈴谷式」土器と， r江の浦J式土器と

が共伴する 3層 (200-70cm ) ，そしてオホーツク

文叱の「江の浦」式土器を出土する 1-2層 (70-0

cm)である。

B-4 スタラドゥプスコヱ 3遺跡(図 1-10)



5層出土

4層出土

3層出土

5層出土の縄文を
伴う土器は小破
片のため崩壊

図 14ガルブーシャ遺跡試掘壌出土土器・石器

1989年， N. V.プロトニコフはスタラドゥプス

コエ 3(乙名が丘)集落祉における第 3次発掘で，

続縄文に典型的な施文である傾斜した縄文を伴う

土器片を発見した。翌年の第 4次発掘では筆者が

炉土止を発見，そこには続縄文初期の土器 4) 3個

の残骸が原位置にとどまる形で横たわっていた。

B-5ハザールスコエ遺跡(因子29)

1990年中葉，オホーツコエ村近くのハザール

スコエ湖畔にある砂採場の主人が，約 70cmの深

さのところで石組みの炉を発見した。彼から発見

の知らせを受けた V.O.シュービンは，サハリン

大学の学術ステーションから至近の距離にあるこ

の遺跡の発掘を手懸けるようわれわれに勧めた。

1996-97年，筆者は前田 潮， V. A.ゴルベフ，

P. V.カシツインとともに遺跡の平面図を作成し

た。遺跡は，堆積した古代の風成砂層上に設営さ

れた 11個の石の集積で構成されていた。これら

の石積みの聞には，若干の土器遺物や剥片石器，

そしてまた 2個の炉も見出されたため，われわれ

は発掘を実施した。その結果，特別に選んだ平石

を楕円状に集積した炉には，炭化物が層をなし，

その中には焼けた(恐らく魚の)小骨が認められ

る，といった事実が判明した。傾斜した細かい縄
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文，縄線文や「突癌文」を伴う土器(fアニワ CJ式)

に関しては， トニン，ケドリンカ，クズネツォー

ヴォ 1(下層)といった，続縄文遺跡の出土品の

うちに明瞭な類例を求めることができる。この遺

跡は，漁携民の季節的なキャンプと解釈される。

B-6アトラソヴォ遺跡(図 2-16)

クリリオン半島東岸のアトラソヴォ村でも，縄

文を伴う土器片が散発的に発見されることが知ら

れている。

B-7モネロン島(図 2-13)

モネロン島では，ウーソヴァ ，テレグラフィヤ・

スタンツィヤ多層遺跡の下層文化層から縄文を伴

う土器片が出土している。

B-8 ウスチ・アインスコエ 1遺跡(図ト9)

続縄文期の傾斜する細かい縄文を伴う土器の発

見例の北限は， 1993年にウスチ・アインスコエ

l集落祉の河畔に位置する鈴谷文化の住居祉内の

覆土中から検出された，割れた土器片の事例であ

る。

サハリンにおける続縄文の遺跡に関する情報

は，以上の通りである。ここから導かれる結論

は以下の 3点である。第 1に，サハリンにおける

続縄文文化の存在は，かつて考えられていたよう

に，散発的な接触や影響関係に局限されるもので

はない。第 2には，その諸文化集団の地理的分布

をトニン，アニワ，クリリオン半島の領域に求め，

続縄文社会集団との境界は仮説的ながら，サハリ

ン南部の中央地区(スタラドゥプスコエ 3)に引

くこととする。第 3に，サハリンにおける続縄文

諸文化の存続時期に関して最も蓋然性の高い年代

設定は， BC 1000年紀の半ばから前半にかけて

の範囲ということになろう(図 15)。

IV 考察

鈴谷文化とその同時代文化である続縄文文化の

相互関係の問題を理解する鍵は，以下のようない



くつかの重要な事実と考察である。

1.雨サハリン，モネロン(海馬)島，手IJI完・

干し文島と道北部では，早期続縄文の層位は，早

期「鈴谷文化j 層の下か，または同じレベルと

なっている。サハリンにおける早期続縄文や早

期「鈴谷文化」の忽含層の放射性炭素年代はほ

とんど一致しており， 2，900-2，150年 B.P.で

ある。王子均的，そしてもっとも真実に近いと思

われる放射性炭素年代は 2，600-2，300年 B.P. 

である。これらの包含層の平均的測定年は，

BC 600-300年の範囲を変動する。

2. 1991年にスタラドゥプスコエ 3の住居社か

ら炉がみつかり，その中から早期続縄文土器

の 3個の破片が発見された(図 16・17)。炉の

炭 (AA 20865) の放射性炭素年代は 2，265土

30B. P.， BC 385:t 10または BC 335:t 10年

であった。ここで層位について触れておくのが

適当である。クズネツォーヴォと同様，早期続

縄文層(ここでは独立した文化震である炉)は，

KUZNETSα!Ol(~Ka印刷 DVほJ91

~諮酪璽544沖縄
B心 900 700 

B 

C X
畿
武

YI i
 
i
 
j
 

f鈴谷文化J層と同じ層中に存在する。

後者(クズネツォーヴォ 1)では，続縄文層

は「鈴谷文化Jの住居によって破壊されている O

前者(スタラドゥプスコエ 3) では，炉は「鈴

谷文化Jの 2軒の住居 (99号土l上， 100号枇)

の聞の同じレベルに存在する。炉は鈴谷文

化Jの人々が家を建てるのに掘った柱穴からの

掘り揚げ土をかぶっていた。ということは，ス

タラドゥプスコエ 3(紀元前 4世紀)の住居

枇の炉から出た土器は， 99号住居社社と 100

号住居泣から発見された鈴谷式土器よりもやや

古いことになる。

3. 層序学的成果の最も鮮明な事実は，前章の

ガルブーシャ)11(コルサコフ区)沿岸での発見，

つまり，続縄文土器が櫛歯文J， r縄目文」

土器の下から発見されたことである。

4. サハ 1)ン中部においては鈴谷文化Jの集

落遺跡は，東岸ではなく，西岸と関わりを持っ

ている。それらは複数の文化層からなる集落

盗品 T工G270 
臨盤盤密密密密翠密密密盤盤彊

醒盟盤密盤盤盟趨 DV夜J90 
SOAl、f783

ばJZN日夜五β1

s!-w何回芯Kl魁盟臨臨調圏翻
SOANI024 

縄文晩期・続縄文期と鈴谷期の絞疋年代

G Y 
AD 

14c年代;P，IJ定;去によるサハリンの縄文一鈴谷移行期と鈴谷の存続織問(較正健)

図 15サハリンにおける縄文晩期，続縄文期，鈴谷期の 14c年代;J!IJ定法によるj資年代(較正値)
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図 16スタラドゥプスコエ 3遺跡

の位置

土止，つまり，シャフチョー

ルスク 1， ウグレゴール

スク 1，バレーチェ 1，ウ

スチ・アインスコエ 1

ベーリンスコエ l であ

る。これらの遺跡には続

縄文層は存在しない。ウ

スチ・アインスコエ lの

「鈴谷文化」に先立つ層

(第4層)では薄手で平底，

無文の平滑な土器が見つ

かった。

遺跡、の放射性炭素年代

の下限は，ウスチ・アイ

ンスコエの砂丘の住居祉

から出た櫛歯文尖底土器

(AA 36621)の， 2， 540 

:t 45年 B.P.， tcal 

BC 1775:t 2 0年と，こ
の土器が出た炉 (Beta

10666，歴博一AYN 106) 

の 2，340 :t 60年 B.P.， tcal BC l，603:t 

222年という，独立した年代決定によって定め

られる。砂丘へ人が来てから形成された黒色層

「一一一一一一一-
I AtvlS date 

AA20865 

l22… 

， 

O 

い
へ

J
d
f
'
 J
/
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J
 

、

図 17 スタラドゥプスコエ 3遺跡 鈴谷文化の竪穴住居祉 (100号祉)とその出土土器

および初期続縄文式土器を伴う炉祉 (1990)

の年代は， Beta 110666 (歴博一 Ayn 106)， 

2，340 :t 60 B. P.， tcal BC 305:t 110年の

範囲と決定された。

辻 誠一郎による砂丘・海岸段丘の年代研

究から，これらの場所に人が入ったのは 3，000

年前より後といってよい。このことは，はじめ

の紀元前 1，000年間には，ウスチ・アインス

コエの砂Eには装飾のない平底土器をつく った

人々が住みつき，その後櫛歯文のある尖底土器

(砂丘上の住居)をつくる人々が，そしてその

後に縄線文を持つ尖底土器をつくる人々がその

場所にとって替ったことを意味する。乙の最後

の人々が続縄文文化の伝統の持ち主と交流して

いたのである。それは発掘現場で続縄文土器の

破片がみつかったからである。

5. サハリンの最南端では「アニワ文化」のキ ャ
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ンプサイト (クズネツォーヴォ 1，ハザール

スコエ， ガルブーシャ， スタラドゥプスコエ

3) や集落泣がみつかるが，北方(ウスチ・ア

インスコエ)では続縄文土器の破片がみつかる

だけである。このことから，続縄文グループの

集落は，サハリンの南にあり，そこでは彼らは

南方から支援を受けられたのではないかと考え

られる。南サハリンの中程には，続縄文の人々

が北海道に去り，その場所に北方の隣人である

「鈴谷文化」の人が住みつくようになる直前ま

で鈴谷文化」と続縄文文化の接触地帯があっ

る。両文化ははじめサハリン，次に北海道にお

いて，長期間，隣り合い，影響し合っていたの

である。

本論文で行った問題提起によって鈴谷文化」

が「十和田・オホーツク文化Jと別に起った，と

いう問題が検討できると思う。このことは，おそ

らく，サハ J)ン・北海道の初期鉄器時代の研究に

おいて，新しいパラダイムをつくる方向への動き

に寄与するであろう。

た。これは恐らく紀元前 300 200年から紀 註

元前後までに起こったであろう。それ以後では

サハリンにおいて，続縄文文化は今までのとこ

ろ知られていない。これに対しj鈴谷Jグルー

プの北海道侵入と「オンコロマナイ式」の形成

は紀元後のはじめに起っている。

6. 1"鈴谷文化」に占められた地帯の北側には，

「北サハ J)ン文化Jが支配する地帯があった。

の文化を特徴付けるカディラニア土器は， 1"鈴

谷式J土器と以下の 2点，つまり，櫛歯文，集

合沈線(櫛描文)，型押文，尖底・平底の器形

において近いものである。この意味で，サボ，

ヌィシユ， スターリィ・ナピリィ， アダ・ティ

モヴォの各住居祉から出る土器は典型的であ

る。「鈴谷文化Jは，こうして BC 1，000年か

ら紀元前後までの中頃北サハリン文化Jと

続縄文文化の関に形成された。「鈴谷文化」は

直接的な系譜関係にある後者から縄目の装飾を

とり入れ，それは次第に櫛歯文を後退させた。

サハリンにおける「鈴谷文化」の住居泣はか

なり数が多く，このことから「鈴谷文化期J(紀

元前 5世紀一紀元 5世紀)には，環境開発の努

力と，サブ・ボレアル サブ・アトランティッ

ク期(完新世 5000年前一現在)の境吾の寒

冷化後の混暖化を背景に生活環境が拡大したこ

とから，以前にもまして急激な人口増大がお

こったと結論できる o まさにこの人口増大のた

めに，サハリンの原住民は南に拡大することに

なったのである。鈴谷 続縄文関係が，短期の

競合に限られていたと考えるのは正しくないだ

ろう。南島の援触地帯からの土器型式から，こ

れらの過程がいかに長期に亙っていたかがわか

16 

1)東北大学博物錯所蔵の久原房之助コレクショ

ンには，縄文中期の遺物に酷似する土器があ

る。付属ラベルには「樺太大治発見Jと記され

ているが，出土地点は不明である。

2) 河野広道が発見した「馬蹄庄痕文Jは， 1"鈴

谷式J土器に典型的な「馬蹄」形の縄自圧痕文

であった可能性もありうる。

3)このコレクションは，郷土博物館収蔵庫に戦

前採集の遺物として保管されている。 M.M.プ

ロコフィエフ氏から教示を受けた。

4)この場を借りて，当該土器の続縄文初期への

帰属鑑定で協力を賜った小野裕子氏にお礼申し

上げる。

引用文献

伊東信雄 1942 1"樺太先史時代土器編年試論」

r喜田貞吉博士追悼記念国史論集』東北帝国

大泉闘史皐会編，大東書館:17-44 

菊池俊彦 1971 1"樺太のオホーツク文化JIi北方

文化研究~ 5 : 31-53 

河野広道 1933a 1"樺太の旅 1. II J Ii人類学

雑誌』第 48巻第 3号:156-163，同 S号:

296-303 

河野広道 1933b 1"北海道式薄手縄紋土器群JIi北

海道原始文化衆英』犀)1/会:16-21 

河野広道 1935 1"北海道石器時代概要JIiドルメ

ン~ 4巻 6号:114-122 

新岡武彦・宇田)1/ 洋 1992 Iiサハ J)ン南部の

考古資料』北海道出版企画センター

大場利夫 1955 1"オホーツクの二つの文化圏一

樺太ススヤ貝塚出土品を中心に JIi石器時

代』第 2号:46-54 



種市幸生 1979 r北海道考古学講座 8 オホー

ツク期JW北海道史研究JI 18 : 36-56 

B aCllJIeBCKll益， A.A. 1988a HeOJIIITll'IeCKlle rra-

M51THIIKIl lOrO-BOCTOQHOrO CaXaJIIIHa. IIp06同

JleMbZ CaXaJlUIICKOZO KpaeeeδeIlUJl. IO)l(HO-

CaXaJIIIHCK. COKM. 

BaCHJIeBCKHII， A.A. 1988b Om'lem 06 apxe-

OJlOZU'IeCKUX paclwnKax noceJlelluii IIped-

pectJlJlIIKa U lO:JlcllaJl e 1987 zody. Hay刊副長

OTQeT. XpaHeH区eB φOH，I¥ax J1A PAH. P-1 

N212503 

BaCHJIeBCKHII， A.A. 1995 KOppeKI.(H51 pa，I¥HO-

yme pO，I¥HbIX ，I¥aTHpOBoK H a6COJIlOTHa51 XpOHO-

JIOrH51 apXeOJIOrH可eCKllXKyJIbTyp Ha OC悶

TpOBe CaXaJIIIH. Kpaeeeδ'1ecKuii 6lOJlJlel11ellb. 

lO:JICIIO司 CaXaJlUIICK. N22.c.93-110. 

BaCllJIbeBCKllえ P.C. 1973 /{peellue KyJlbl11ypbZ 

TuxOOKeallCKOZO Ceeepa. HOBOCIl611pCK. 

BaCllJIbeBCKll話， P.C.，loJIy6eB， B. A. 1976 /{peelト

ue noceJlellUJl lIa CaxaJlUlle - CycyIIcKaJl cmo 

5l1lKa. HOBOCIl611pCK 

lOJIy6eB， B.A. 1973 ApxeosJlOZU'IeCKUe naMJlm-

IIUKU CaXaJlUllcKoII 0 6Jlacmu. IO)l(HO-CaXaJIIIHcK. 

K03blpeBa， P.B. 1967/{peelluII CaxaJlulI 立eHIIHrpa，I¥.

llly611H， B.O. 1977 J]oKaJlbllbzII eapuallm OXO儒

mCKOzl KyJlbl11ypbZ lIa O. CaxaJlulI. ，ll，IlC. 

Ha COHCKaHHe y可. CT. K. H.H. Ho君OCH6HpCK.
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自? TIaMRTHHK， HCTOqHHK， 出H②p nepBM百五a兄 Ka瓦M6pOB一月 KaJ1M6p. 

江口 npe.unOJ1araelo昼間 B03paCT M 06pa3巴は珂 .uaTa BP 江aTaAD/BC 瓦aTa BP 
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1 2 3 4 5 6 
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03epCK工，笈MJ115，llIy6HH MAr 1600土100 495土105 1455:tl05 

678 

2. 
03邑pCKユ，氷H瓦15，llIy6MH MAr 1590土200 460::!:200 1490土200

669 

3. 
MblC KpyrJ1hl玩， IIlyP金， MAr 1700土100 347土100 1603土100
rop6yHOB 675 

llIaxT自主pCK1， 06Ha)l(eHMe， COAH 1780:!:60 278士65 1672::!:65 
4. 
llIy6MH 1024 

5. 
03epcK1，笈HJ115，llIy6HH MAr 1750土工00 315土105 工635土105

679 

6. 
Ky3HeL(oB01， CJ10主主2，0可ar 江Bry 1640土340 350土330 1600土330
BaCHJ1eBCKH扱，r0J1y6eB 90 

lifBaHOBKa， pacKo口 1， Tlifr 1850:!:90 158土86 1792土86
7. 瓦epeB兄HHbII在 CT0J16， 270 

rOp6YHOB， BaCMJ1eBCKMi在

8. 
Cycy兄 1，pacKon， COAH 1850::!:150 197土193 1753土193
BaCMJ1beBCKMJ在 1025 

9. 
03邑pCK1， CJ10M O，9M，llIy6MH COAH 1920土55 84土48 1866土48

1019 

10 
03epcK1， CJ10i在l，4M，llIyoMH COAH 1910::!:65 77土57 1873:!:57 

1018 

11 
TapaHa訴 l，IIlYPc!?， llIy6HH COAH 工970:!:45 50士38AD 1900二七38

1022 



江ATliIPOBKliI瓦o POiK瓦ECTBAXPliICTOBA / BC / 

12. TapaHa:t在 1，wypct， lIIy6MH COAH 2050士30 31土45 1981土45
1021 

13. Cycy兄 1， pacKorr， COAH 2040土65 26土78 1976土78
BaCM31beBCKM主主 783 

14. 0'3epCK1，部13115 ， lIIy6MH MAr 2070:::1:100 112土157 2062土工57
677 

15. TapaHa主主 1， wypくt， lIIy6MH COAH10 2155土65 227土127 2145士127
23 

16. CTapo~y6cKoe 3，oqar Me~y AA 2265土30 385土10 2335:::!:l0 
.1 JKJ131MlllaMM 99 M 100， Harap 20865 335土工o 2285:::!:l0 
Ha KepaMMKe 3ロM ，I¥'3eMOH， 

BaCM31eBCKM括 KY'3bMMH，

Ju工工

17. Ky'3HeuoBo1， C310抗 2， 江Bry 2384士270 495土325 2445:::1:325 
oqar，BaCM31eBCKM抗， r031y6eB 91 

18. Cycy兄ユ， pacKorr， COAH78 2520::t35 604土160 2554土160
BaCM31beBCKM主主 2 

19. CBo6o~Hoe1 ， wypφ， lIIy6MH MAr 2700土200 762土310 2712:::1:310 
692 

20. Ky'3HeuoBo1， C江0主主2， 0ョar， MAr 2750:::1:150 916土124 2866土124
r031y6eB 693 

21. lOJKHaR 2，双:I131Mme 1， JIe 2360土110 565土190 2515土工90
BaCM31eBCKM主主 4040 

22. 旧正在日a兄 2， 即 131Mllle 1， JIe 2320:::!:l60 480土280 2430:::1:280 
BaCM31eBCKM必 4039 

23. YCTb-A}在日CKoe， Harap Ha AA 2540:::1:45 775土20 2725:::1:20 
KepaMMKe TMπa CYCYR C 36621 

rpe6.0TTMCKOM (1993)， 

おaCM瓦eBCKM必，

KY'3bMMH ，瓦耳~a瓦瓦

24. YCTb-A}在日CKoe， 0ヨarM'3 Beta 2550土110 603土222 2553:::1:222 
JKJ131Mllla C KepaMMKoM TMrra 110665 

CyCYR C rpe6eHq.oTTMCKOM 一(RH-

(1993)， BaCM31eBCKM話， AYN-

L(y~'3M 101) 

25. YCTb-A主主HCKoe.Yr031eKM'3 Be七a 2340土60 305土110 2255土110

立epHOI'O CJ10月 (black 110666 

band)， KOTOpbI訪口ORBI1瓦CR (RH-

Ha ，IJ;.lOHaX ロOCJ1e np:l1xo瓦a AYN 

J1.lO，IJ;e政}ー一七cal. 106 

26. 幻司KHa兄 2， 双1131l1llle 1， JIe 2550土工60 650土180 2600土180
BaCl131eBCKI1負 4038 

27. lOJKHaR 2， JKJ131l1llle 1， 刀e 2450土100 595土195 2545土195

BaCM31eBCKM括 4041 

28. TIpe五pect31月HKa， JKJ131M山e 1， AA2313 2800土45 950土45 2900土45

Harap Ha KepaMMKe C l 

WHypOBbW OTTMCKOM M 

主KeMヨy恕:111王aMM

BaCM31eBCKMJ在，KY'3bMMH 

29. ロpe~pecþ31月HKa ，米M31M以e 1， AA 2740土45 875土40 2825:::1:40 

Harap Ha KepaMMKe C 25440 

WHypOBb剖 OTTI1CKOMM 

JKeM主主y加 1HaMM

BaCMJIeBCKM主主， Ky'3bMMH 
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